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「農林水産業を支える 

生物多様性の評価と課題」 

 

  

本年 2010 年は国連の定める国際生物多様性年であり、
また、生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）の日
本で開催されました。農林水産業は、生物に備わる生産力を
利用することで人類がその恩恵を享受しつづけようとする
産業であり、その根幹を支える生物資源の多様性の確保は、
安定的で持続的な農林水産業の展開にとって最も基礎的か
つ重要な課題です。 
平成 22 年 10 月 9 日開催されたシンポジウムでは、農

林水産業を支える生物多様性の現状を評価し、将来に向けた
課題を整理することを目的としました。まず、農林水産業と
生物多様性の関わりについて考え方を整理した後、国内外の
在来作物品種や園芸品種、近縁野生種の遺伝的多様性が失わ
れつつある現状を概観。次いで、農林水産業を支える生物多
様性の利用と評価に関する現状と課題を、作物生産、森林資
源、水産資源、農耕地土壌のそれぞれについて整理しました。
さらに、多様な生物の生息する農村空間の保全と再生という
マクロな視点から、生物生息空間の再生、農村ランドスケー
プ、生態系サービスの経済的評価について検討しました。 
本書は、その成果の概要を詳細にわかりやすくまとめ、充

実した内容の 1 冊となっています。 
研究者はもとより､学生や一般の方々など生物多様性に関心
のある方にもお奨めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 


